
 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日（木）～２８日（金）に、涌谷高校体育祭がおこなわれ

ました。天候にも恵まれ、今年の体育祭は生徒たちの笑顔があふれる、素晴らしい 2日間となりまし

た。生徒たちは、日頃の練習の成果を精一杯発揮し、競技・応援ともに白熱した戦いを見せてくれま

した。クラス対抗リレーでは、先生方も生徒たちと一緒に参加し、体育館で汗を流しました。先生方

の予想外の活躍に、生徒たちは大きな盛り上がりを見せ、体育祭をさらに華やかに彩りました。 

ＰＴＡの皆さんからは、熱中症対策として飲み物の提供をいただき、安全に体育祭を楽しむことがで

きました。事前準備いただいた体育祭実行委員の皆さん、お疲れ様でした。生徒たちはクラスの仲間

との絆を深めることができました。総合優勝は 3年１、2組という結果になりました。 

令和６年７月３１日    第４号 

日本初の産金地  こがねの里 わくや 

つなぐ誇り 輝く未来 ～100年分の伝統と希望を胸に～ 

伝統と文化を育む宮城県涌谷高等学校 

涌高体育祭大盛況！ 

 

7月 1１日（木）涌谷高校主催の合同企業説明会をＮＰＯ

法人ケアブレンド中山さんの協力をいただき 16社の企業を招いて、本校会場で行いました。就職を希

望する生徒は、各社のブースを回り、４回の企業説明をうけ、疑問点を質問し仕事の内容等を熱心に聞

きました。校内での少人数での開催ということで、企業からの説明を詳しく聞く機会となりました。4

月に入社した本校ＯＢ・ＯＧも来校いただき、生徒たちは、新鮮な気持ちで真剣に取り組んでいました。

合同企業説明会は、高校生にとって就職の選択肢を広げる良い機会です。企業が一堂に会し、自社の特

徴や職種、業務内容などを紹介するイベントです。7月 2日(火)登米地区合同企業説明会、7月 1７日

（水）大崎地区合同企業説明会について学年行事として参加しております。自分に合った職場や職種を

見つけるための第一歩です。しっかり準備して、積極的に参加することが成功の鍵となります。本校で

は、進路達成１００％をめざして生徒一人ひとりに寄りそった支援を実施しております。 

「涌谷高校合同企業説明会」          



【８月の予定】 

８月 ８日(木)  3 年出校日 

８月 ９日(金) 就職推薦会議 

８月 1３日(火)～15 日(木)閉庁日 

８月２０日(火) 3 年出校日 

8 月 2２日(木) 全校集会 到達度テスト 

8 月 29 日(木) 生徒会役員選挙公示 

8 月 3０日(金) 就職応募書類発送準備 

 

 

 

7 月２６日（金）来年度入学希望者を対象とし

た、オープンキャンパスが行われました。音楽部の

歓迎の演奏からはじまり、教務部からの入学者選

抜の説明、生徒会による学校紹介を行いました。実

際の授業の体験ができる模擬授業が行われ、授業

の雰囲気や教師の教え方を実際に体感できまし

た。オープンキャンパスに参加することで、涌谷高

校の雰囲気や教育方針をより深く理解できる良い

機会になっていただけたと思います。多くの入学

志願者を期待しております。涌谷高校では、随時学

校案内を実施いたしますので、お気軽にご連絡く

ださい。 電話 0229-42-333１ 

6月 24日（月）～7月 12日

（金）まで、東北芸術工科大学の村岡実習生が、美術

の教員免許を取得のために３週間の教育実習をおこ

ないました。生徒たちも教育実習生と年齢が近いせい

か、すぐにうちとけあい、朝と帰りのホームルームや

授業を熱心に行っている様子が見受けられました。研

究授業では、「日常のデザインを見てみよう」という

題材で、身近にある色々な醤油差しのデザインを考え

る内容の授業でした。美術の専門知識と経験を生かし

て、日常生活におけるデザインの重要性を生徒たちに

伝えながら、対話を重ね、創造力を引き出す授業を展

開しました。生徒たちは、興味関心を持ちながら楽し

く授業に取り組んでおりました。 

 

 

「教育実習生」 

涌谷高校オープンキャンパス 

7月 23日（火）涌谷町社会福祉協議会と連携

して、杉の子児童クラブ（月将館小学校）の児童

対象に、本校の生徒が読み聞かせボランティアを

行いました。認知症の内容をテーマとして、認知

症を抱えたキャラクターや、その家族との関わり

を描いた絵本を通じて、認知症についての理解を

深める機会を提供しました。家族の中で認知症を

持つ祖父母とどのように接していくか、またその

気持ちをどう理解するかを感じていただけたと

思います。参加した児童たちは、興味を示しなが

ら、認知症に対する理解と関心が高まった様子が

見受けられました。 

読み聞かせボランティア 

 


